
 
自分で進める学習プリント(６年算数) 

１ つり合いのとれた図形を調べよう (1回目) 

学習した日   月    日 
 

① 上の５つの図形を二つ折りにすると、折り目の両側の部分はどうなりますか。 

 
教科書 279 ページの図形を

切り取って調べてみよう。 

  

１本の直線を折り目にして二つ折りに 

したとき、両側の部分がぴったり重なる 

図形を、       な図形という。 

またこの直線を        という。 

たいせつ 

 

 

 

② 上の５つの図形は、             で折るとぴったり重なるから、              

                   な図形といえる。  

 

上の㋐、㋑、㋒の図形に対称の軸をかきましょう。 

⇒ ヒント どこで折ると、左と右の図形がぴったり重なるかを考えてみよう。 

名前 

A 

B 

C 

C 

B 

C 

教科書 10 ページ 

 問題１ 

㋐～㋓の５つの図形のとくちょうを調べよう。 



 
自分で進める学習プリント(６年算数) 

１ つり合いのとれた図形を調べよう (2回目) 

学習した日   月    日 
 
名前 

左の図形は、直線アイで折るとぴったり重なります。            

つまり、この図形は             な図形です。             

また、直線アイのことを              という             

A 

B 

左の図形は線対称な図形で、 直線アイは対称の軸です。              

対象の軸で二つ折りにしたとき、 

 

① 辺 AB と重なる辺は、辺       です。 

 

② 角 B と重なるのは、角      です。 

 

③ 頂点 C と重なるのは、頂点      です。      

 
C 

 
D 

 
E 

  

線対称な図形で、二つ折りにしたときに重なり合う辺、角、点を 

それぞれ       辺、      角、      点という。 

たいせつ 

 
F 

教科書 10、11 ページ 

 
F 

 
F 

④教科書１０ページ   の図形で、辺の長さや角度をはかってみよう。             
 

・辺 AB の長さ      cm、辺 AF の長さ      cm  

 

・角 B の大きさ      °、角 F の大きさ      °   

 

→つまり、対応する辺の長さや、角の大きさは         なっている。       

 
G 

 
H 

 
I 

 
J 

 K 

  

・線対称な図形では、対応する辺の長さや、 

角の大きさは       なっている。 

・対称の軸で分けた２つの図形は、 

     になっている。 

 
L 

 
M 

まとめ 

教科書１０ページ    の図形で、辺 CD は 1.5cm、角 C は 75°です。 

このとき、辺 ED は      cm、角 E は     °です。(はからないで求めよう)            
N 

 
O 

 復習 

 問題１ 

線対称な図形の性質を知ろう。 

イ 

ア 



 
自分で進める学習プリント(６年算数) 

１ つり合いのとれた図形を調べよう (3回目) 

学習した日   月    日 
 

名前 

教科書 11、12 ページ 

・線対称な図形で、二つ折りにしたときに重なり合う辺、角、点をそれぞれ 

   辺、           角、           点という。 
 

・           辺の長さや、           角の大きさは           。 

 
A 

 
A 

 
A 

 
A 

 
A 

 
B 

① 対応する２つの頂点を結ぶ直線 BF は、対称の軸アイと 

 

に交わっている。 

 

② 直線 BG と直線 FG の長さをはかってみよう。 

 

直線 BG     cm、直線 FG     cm で、長さは        。      

 
C 

 
D 

 
E 

 
F 

  

・線対称な図形では、対応する２つの点を結ぶ 

直線は、対称の軸と     に交わる。 

・また、この交わる点から対応する 2つの点 

までの長さは      なっている。 

 BG＝FG HK=                   =EL 

 

 

      

まとめ 

 
G 

 
H 

 
I 

 
J 

 問題１ 

 問題２ 

 問題３ 

教科書１２ページ              

教科書１２ページ             

M 

P 

・ 

・ 

左の図は線対称な図形です。(対称の軸：直線アイ) 

点 M に対応する点 N、点 P に対応する点 Q を、 

図にかきましょう。 

⇒ ヒント 点 M から対称の軸である直線アイと垂直に交わる 

ように直線を引き、その直線が辺 AF と交わる点が、 

対応する点 N です。（点 Q も同じ方法でやってみよう） 

 復習 

線対称な図形の性質を、さらにくわしく調べよう。 

①           ②          ③ (BF)          (BF)          ④          

①                             ②                   ③(教科書にやる) 

⇒ このプリントが終わると 算ドリ４ ができます 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分で進める学習プリント(６年算数) 

１ つり合いのとれた図形を調べよう (4回目) 

学習した日   月    日 
 
名前 

教科書 13 ページ 

 復習 ・線対称な図形では、対応する２つの点を結ぶ直線は、 

 

対称の軸と        に交わる。 

 

・また、この交わる点から対応する２つの点までの 

 

長さは           。 

 

・右の図では、BG =        、        = JK 

 

   

 
A 

 
B 

 
C 

 
D 

K 

線対称な図形の性質を利用して、線対称な図形をかいてみよう。 

 問題２ 

 おすすめ自主学習 

線対称な図形のかき方 

① 「２つの対応する点を結んだとき

対称の軸と垂直に交わる」、「対称

の軸から対応する点までの長さは

等しい」という性質を利用して、

頂点を見つけていく。 

② すべての頂点を書き終えたら、 

その頂点を直線で結んでいく。 

 
 
 

この問題のように線対称な図形を方眼紙に 

かく場合は、マス目を利用して、対称の軸の 

反対側と同じ長さやかたむき方となるように、

直線をかいていく方法もあるよ。              

右の図で、直線アイが対称の軸となるように、 

線対称な図形をかきましょう。 

 

（教科書１３ページ   ） 

              

方眼ノートに、対称の軸をかいて 

いろいろな線対称な図形を 

かいてみよう。 
 

（教科書１３ページ   ） 

              

下の図で直線アイが対称の軸となるように、線対称な図形をかきましょう。 

（教科書１３ページ①） 

              

 問題１ 

⇒ このプリントが終わると 算ドリ５ ができます 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分で進める学習プリント(６年算数) 

１ つり合いのとれた図形を調べよう (5回目) 

学習した日   月    日 
 

名前 

教科書 14 ページ 

㋕～㋙の５つの図形のとくちょうを調べよう。 

① 教科書２７９ページの㋕～㋙の図形を切り取ろう。              

② 切り取った㋙の図形を教科書１４ページの㋙に重ね、 ・ の点を中心に回転させてみよう。             

→          °回転させたときにぴったりと重なる。  
A 

・にコンパスのはりをさして

回転させてみよう 

③  ㋕、㋖、㋗、㋘についても、同じように教科書１４ページの図形に重ねて、 

 

１８０°回転させたらどうなるかを調べよう。             

→ ＜結果＞           
B 

  

１つの点のまわりに１８０°回転させたとき、もとの図形にぴったり

重なる図形を         な図形という。 

また、この点を           という。 

たいせつ 

 
C 

 
D 

 
D 

「180°回転させる」

ということは、 

「半周回転させる」 

ということだね。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・辺 CD と辺        ・・・        cm 

自分で進める学習プリント(６年算数) 

１ つり合いのとれた図形を調べよう (6回目) 

学習した日   月    日 
 

名前 

教科書 15、16 ページ 

点対称な図形の性質を知ろう。 

① 上の図で対応する辺の長さや、対応する角の大きさを調べよう。              

☆対応する辺            ・辺 AB と辺        ・・・        cm  
D ＜結果＞  

 

対応する辺の長さや 

 

角の大きさは、 

 

。 

         

 復習 ・１つの点のまわりに１８０°回転させたとき、もとの図形に 

 

ぴったり重なる図形を           な図形という。 

 

・また、この点のことを              という。 

 

   

 
A 

 
B 

右の図形は点対称な図形で点 O は対称の中心です。              

・辺 BC と辺        ・・・        cm 

・角 C と角       ・・・        ° 

☆対応する角            ・角 A と角       ・・・        ° 

・角 B と角       ・・・        ° 

② 上の図形を、対称の中心を通る直線で２つに分けたとき 

 

２つの図形は           になっている。           
２つの図形は、形も 

大きさも同じだね… 

 
Q 

  

点対称な図形で、対称の中心のまわりに１８０°回転した 

ときに重なり合う辺、角、点を、それぞれ        辺         

角、        点という。 

たいせつ 

 
C 

 
C 

 
C 

  

点対称な図形では、対応する辺の長さや、対応する角の 

大きさは        。また、対称の中心を通る直線で 

分けてできた２つの図形は       になっている。   

まとめ 

⇒ ヒント 右の図を見て考えてみよう。 

 
F 

 
H 

 
J 

 
L 

 
N 

 
E 

 
G 

 
I 

 
K 

 
M 

 
O 

 
R 

 
S 

 問題１ 教科書１６ページ              

 
P 

 

① (AB)          (EF)          ②           ③           ④           



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分で進める学習プリント(６年算数) 

１ つり合いのとれた図形を調べよう (7回目) 
学習した日   月    日 

 
名前 

教科書 16、17 ページ 

点対称な図形の性質を、さらにくわしく調べよう。 

 

２つの 

長さは、 

 

         

 
H 

 

 復習 

  

点対称な図形では、対応する２つの点を結ぶ直線は 

   を通る。また、対称の中心から対応する 

２つの点までの長さは、      なっている。 

  AO＝DO BO＝           ＝FO 

まとめ 

⇒ ヒント 点 J から点 O を通る直線を引き、 

辺 ED と交わった点が点 K です。 

 
O 

 
P 

 問題１ 

・点対称な図形で、対称の中心のまわりに１８０°回転したときに重なり合う辺、角、点を 

それぞれ、           辺、           角、           点という。 
 

・            辺の長さや、           角の大きさは          。 

 

・対称の中心を通る直線で分けてできた２つの図形は         になっている。 

 
A 

 
A 

 
A 

 
A 

 
A 

 
B 

 
C 

 
Q 

 
R 

① 左の図で対応する２つの点、点 A と点 D を直線で結んでみよう。 

同じように、点 B と点 E を結んでみよう。 

 

→ どちらの直線も            である      を通る。               
D 

 

 
J 

 

対称の            点            

② 左の図で長さをはかってみよう。 

・点 O から点 A までの長さは       cm 

・点 O から点 D までの長さは       cm  
 

F 

 
G 

③ 対応する２つの頂点 C と頂点 F についても調べてみよう。 

 

・直線 CF は            である      を通る。 

 

・点 O からの長さは         。（CO＝FO）  

 
I 

 
点            対称の            

 
E 

 

 
K 

 

 
M 

 

④ 対応する２つの点 H と点 G についても調べてみよう 

 

・直線 HG は            である      を通る。 

 

・点 O からの長さは         。（HO＝GO）  

 
L 

 
点            対称の            

 
N 

 

頂点ではない対応する点でも、

同じ性質があるんだね。 

上の図形で、点 J に対応する点 K をかきましょう。              

 問題２ 教科書１７ページ             

（①、②を右の図にかこう）             

⇒ このプリントが終わると 算ドリ６ ができます 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分で進める学習プリント(６年算数) 

１ つり合いのとれた図形を調べよう (8回目) 

学習した日   月    日 
 
名前 

教科書 18 ページ 

 復習 ・点対称な図形では、対応する２つの点を結ぶ直線は、 

 

  を通る。 

 

・また、            から対応する２つの点までの 

 

長さは           。 

 

・右の図では、AO = DO  BO =                   = FO 

 

   

 
A 

 
B 

 
C 

点対称な図形の性質を利用して、点対称な図形をかいてみよう。 

 問題２ 

 おすすめ自主学習 

点対称な図形のかき方 

① 「２つの対応する点を結んだとき

対称の中心を通る」、「対称の中心

から対応する点までの長さは等し

い」という性質を利用して、頂点

を見つけていく。 

② すべての頂点を書き終えたら、 

その頂点を直線で結んでいく。 

 
 
 

この問題のように線対称な図形を方眼紙に 

かく場合は、マス目を利用して、対称の中心の 

反対側と同じ長さやかたむき方となるように、

直線をかいていく方法もあるよ。              

右の図で、点 O が対称の中心となるように、 

点対称な図形をかきましょう。 

 

（教科書１８ページ   ） 

              

方眼ノートに、対称の中心をかいて 

いろいろな点対称な図形を 

かいてみよう。 

              

下の図で点 O が対称の中心となるように、点対称な図形をかきましょう。 

（教科書１８ページ①） 

              

 問題１ 

 
A 

 
D 

 

⇒ このプリントが終わると 算ドリ７ ができます 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分で進める学習プリント(６年算数) 

１ つり合いのとれた図形を調べよう (9回目) 
学習した日   月    日 

 
名前 

教科書 19 ページ 

様々な四角形について、線対称な図形か、点対称な図形かを調べよう。 

  

・平行四辺形は、      な図形ではないが、        な図形である。 

・ひし形、長方形、正方形は、      な図形であり、      な 

図形でもある。 

まとめ 

 
D 

 問題１ 
対称の軸をかいてみよう。 

何本あるかな？ 

平行四辺形、ひし形、長方形、正方形の４つの四角形について調べよう・ 

 
① 線対称な図形か、そうでないかを、○、×で

下の表に書こう。            

② 線対称な図形か、そうでないかを、○、×で

下の表に書こう。            

③ 線対称な図形は、左の図形に対称の軸を 

かき、その数を下の表に書こう。            

④ 点対称な図形は、左の図形に対称の中心を

かこう。            

⑤ 線対称な図形の中で、 
 

対角線が対称の軸となっているのは、 
 

            と           です。 

 

 また、なっていないのは           です。 

 
A 

 
B 

 
C 

 
E 

 
D 

 
E 

台形についても調べてみよう。 

 
台形は                                      。 

 

ただし、等脚台形の場合は、           な図形である。 

 
F 

 
G 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分で進める学習プリント(６年算数) 

１ つり合いのとれた図形を調べよう (10回目) 

学習した日   月    日 
 
名前 

教科書 20 ページ 

三角形や正多角形について、線対称な図形か、点対称な図形かを調べよう。 

☆三角形について調べよう 

 

① 線対称な図形か、点対称な図形かを右の表にまとめよう。           

② 線対称な図形の場合は対称の軸を、点対称な図形の

場合は、対称の中心を図にかこう。            

線対称
対称の
軸の数

点対称

直角三角形 × 0

二等辺三角形

正三角形

☆正多角形について調べよう 

 

③ 線対称な図形か、点対称な図形かを上の表にまとめよ

           ④ 線対称な図形の場合は対称の軸を、点対称な図形の場合は、対称の中心を図にかこう。 

また、線対称の場合は、対称の軸の数を表に書こう。            

  

・正多角形は、すべて       な図形であり、対称の軸の数は、 

辺や角、頂点の数と       。  

・また、正多角形は、辺や角、頂点の数が偶数の時(4,6,8,10…)だけ 

な図形である。 

まとめ 

 
A 

 
B 

正○角形の○が偶数の時だけ点対称な 

図形になるということだね。 

 
C 

正○角形の○の数だけ、対称の

軸があるということだね。 

☆円についても調べよう 

 
円は           な図形であり、 

 

な図形である。 

 
D 

 
E 

⇒ このプリントが終わると 算ドリ８、９ ができます 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分で進める学習プリント(６年算数) 

１ つり合いのとれた図形を調べよう (11回目) 

学習した日   月    日 
 
名前 

教科書 21～23 ページ 

学習のしあげをしよう。 

☆教科書２２ページ「たしかめよう」の問題をやろう 

 

 おすすめ自主学習 

（やり方）対称の軸、点 F、点 G を右の図にかく。 

 ⇒ ヒント 線対称な図形の性質を利用しよう。 

（やり方）線対称な図形、点対称な図形を下の図にかく。 

 ⇒ ヒント 線対称な図形、点対称な図形の性質を利用して、まずは対応する頂点を見つけよう。 

（やり方）対称の中心、点 F を右の図にかく。 

 ⇒ ヒント 対応する点どうしを結んだ直線が交わるところが 

対称の中心。平行四辺形の場合は対角線が交わる点が 

      対称の中心になります。 

（やり方）例と同じように、分けてできた２つの図形が合同に 

なるように、直線を３種類引いてみよう。 

 

必ず通る点は、 

 

            です。 

 

 
A 

☆教科書２３ページ「つないでいこう算数の目」の問題をやろう 

 
（やり方）問題をよく読んで、□に入る言葉を書こう。 

 
① (㋐)         (㋑)      (㋒)       ② (㋕)         (㋖)      (㋗)       

教科書２１ページ「いかしてみよう」をやってみよう 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分で進める学習プリント(６年算数) 

2 数量やその関係を式に表そう (1回目) 
学習した日   月    日 

 
名前 

教科書 25～27 ページ 

   を使って表した式を、文字を使った式で表してみよう。 

 復習 

  

いろいろと変わる数のかわりに  などの文字を使うと、いくつかの式を 

１つの式にまとめて表すことができる。 

まとめ 

 問題１ 

□を使った式で表しましょう。 

 

① □円の筆箱を買うために、５００円玉を出したときのおつりは？ 

 

② 底辺が４cm、高さが□cmの平行四辺形の面積は？ 

 
A 

 
B 

下のように、はばが５cm のテープを何 cm かの長さで切り取って、長方形を作ります。 

        

これからは□のかわりに 

を使っていくよ。 

  

横の長さを表す数はいろいろ

と変わります。これまで、 

いろいろと変わる数は□を 

使って表しましたが、文字を

使って表すことができます。 

たいせつ 

長方形の面積を表す式            

なぞる→        

①    の書き方を練習しよう。              

エックス         

書く→         

② 横の長さが２６cm ときの長方形の面積を、     の  に２６をあてはめて計算しましょう。 

①                    

 (式)                   (答え)              

③      の式で  が７．５のときの長方形の面積を求めましょう。 

 (式)                   (答え)              

教科書２７ページ              

② ５個  (式)                   (答え)            

 １２個 (式)                   (答え)            

⇒ このプリントが終わると 算ドリ１０ ができます 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分で進める学習プリント(６年算数) 

2 数量やその関係を式に表そう (2回目) 
学習した日   月    日 

 
名前 

教科書 27、28 ページ 

数量の関係を表す式を、文字を使った式で表そう。 

 復習 

  

  や  などの

文字を使うと、 

数量の関係を１つ

の式にまとめて表

すことができる。 

 

 

まとめ 

 問題１ 

の に 47.1 を 

あてはめてみよう。 

円の直径と円周の長さの関係を表す式 

なぞる→        

を書く練習をしよう。              
エックス         

書く→         

 

②           の式で、 が１０、２０のときの  の表す数を求めましょう。 

①                ②                ③                ④                

１０のとき (式)                   (答え)             

教科書２８ページ              

円周の長さを求める式 →  円周 =          ×               
A 

 
B(言葉) 

 

（        ）             
C(数字) 

 

①    の書き方を練習しよう。              

ワイ         

２０のとき (式)                   (答え)             

③   の値が２．５のとき、対応する  の値を求めましょう。 

 (式)                   (答え)             

④   の値が４７．１になるときの、 の値を求めましょう。 

 (式)                   (答え)             

  

にあてはめた数を  の値という。そのときの  の表す数を  の 

値に対応する  の値という。   10×3.14＝31.4 

たいせつ 

なぞる→        書く→         

の値        対応する の値        

⇒ このプリントが終わると 算ドリ１１ ができます 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分で進める学習プリント(６年算数) 

2 数量やその関係を式に表そう (3回目) 
学習した日   月    日 

 
名前 

教科書 29、30 ページ 

いろいろな場面の数量の関係を、文字を使った式で表そう。 

 復習 

 問題２ 

① 下の５つの場面に合う式を、  と   を使って、  「        ＝  」という形の式で 

表してみよう。 

なぞる→        

を書く練習をしよう。              
書く→         

（式）                                         (答え)             

式 

 

                            

教科書３０ページ              

ワイ         

⇒ ヒント  

式をつくることがむずかしい 

場合は、下の４つの中から  

あてはまる式を選んで書こう。 

式 

 

                            

式 

 

                            

式 

 

                            式 

 

                            

右の平行四辺形で、辺 BC を底辺としたとき、高さは８cm で、

面積は３２cm です。 ２       

 問題１ 

① 辺 BC の長さを  cm として数量の関係の式をかけ算で 

表しましょう。 式 

 

                                

②   にあてはまる数（辺 BC の長さ）を求めましょう。 

 をもとめるためのわり算       

  

わからない数量を、 などの文字を使って表せば、数量の関係を 

式に表すことができる。 
 

まとめ 

 (式)                   (答え)             

（教科書２８ページ   ）              

をもとめるためのわり算       を使った関係を表すかけ算       

⇒ このプリントが終わると 算ドリ１２、１３ ができます 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分で進める学習プリント(６年算数) 

2 数量やその関係を式に表そう (4回目) 
学習した日   月    日 

 
名前 

教科書 31、32 ページ 

学習のしあげをしよう。 

②                     

 

(答え)             

①         ②         ③         

をもとめるためのわり算       

☆教科書３２ページ「たしかめよう」の問題をやろう 

 

☆教科書３１ページの      も読んでおこう。 

 

①                          

②                          

← 「1.2、 」を使って、「＝」のない式で表す 

← 「  、５、 」を使って、「＝」のある式で関係を表す 

①                       

ひし形は、４本の    の長さが 

すべて         四角形  

 

 
A 

 
B 

 復習 

右の     をヒントに 

 

考えてみよう。 
 

復習   
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